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令和６年度学校評価 
 早いもので、令和６年度も残すところ一か月となりました。各学級
では、1年間のまとめと次年度の準備を順調に進めています。  
その成果の一部をお見せする機会として、2月 14日（金）に令和 6

年度最後の授業参観を行いました。保護者の皆様には、1年間の子供た
ちと学級の成長をみていただきました。発表の授業を行った学級では、
舞台に立った子たちが学習の成果を余すことなく保護者の皆様にみて
いただくために、一生懸命発表に臨みました。すごく緊張していたり、
立派にやり遂げたり、ああ、やっと終わったと安堵の表情をみせたり。
子供たちにとって、保護者の方に観ていただく発表の機会を設けることは、成長に資する大切な経験に
なると改めて感じました。ご来校くださった皆様、ありがとうございました。 
  
北谷小学校も次年度の改善に向け、令和６年度の成果と課題をまとめています。以下に示すのは教職

員による自己評価を、学校運営協議員の皆様に適正な評価であるかご確認いただいた「学校評価」の数
値です。独自項目以外は、市内共通となっています。まずは、課題となる項目です。 
評価項目 質 問 事 項 ４点評価 
R6重点項目 
（独自） 

2分前着席・無言清掃・元気な挨拶や返事の励行等、学習規律や望ましい習
慣を身に付けている。 

2.7 

規律ある 
態度 

児童は、友達や教職員・来校者に進んで挨拶をしたり、正しい言葉遣いをし
たりすることができる。 

2.6 

児童は、生活のきまり・時間を守ることができる。 2.6 
 どの項目も肯定評価の３を下回っています。2分前着席、無言清掃は、南中学校区の小中一貫教育で
も共通して取り組んでおり、継続して指導に努めて参ります。特に無言清掃は、次年度重点的に取り組
みます。「みんなで生活する学校をきれいにしよう」という共通認識をもって、一生懸命黙々と掃除に取
り組めば、自然と無言清掃になります。そうした心と姿勢をはぐくみたいと考えます。美しく豊かな心
は、美しい環境で育ちます。次に、成果となった項目について掲載します。 
評価項目 質 問 事 項 ４点評価 
R6重点項目
（独自） 

50周年記念式典の計画と学習成果発表会で探究型学習の成果を保護者・地域
に向け発信し、子供たちの「たくましく生きる力」を伸ばす。 

3.5 

保護者・地域と
の連携協力 

学校は、学校の様子や成果を「学校だより」やホームページ、home＆School
アプリ等を活用し、積極的に情報提供している。 

3.7 

学力 教職員は一人一台端末を積極的に活用し、ICT活用を推進している。 3.5 
生徒指導 
教育相談 

学校は、児童の立場に立ち、一人一人の思いや願いを大切にし、児童に寄り
添った対応をしている。 

3.6 

 子供たちの「たくましく生きる力」の育成について、成果があったと考えます。生成AI の急速な進歩、

ロシアのウクライナ侵攻等地域紛争の勃発、生活を圧迫する物価高騰、自国第一主義の台頭等…。私たち

を取り巻く環境は、急速に変化しています。未来を担う子供たちが、そうした中でも ICT を上手に活用し、

周囲と協働しながら自己実現を目指すために「やりぬく力（意欲・向上心）」、「おちつく力（自制心）」、「つ

ながる力（コミュニケーション力）」の三つが重要です。創立 50 周年という節目に、これからの 50 年を

生きる子供たちに必要な力は何か考え、全校でその伸長に取り組んで参りました。12 月号に掲載したよう

に、全校児童に実施したオンラインアンケートでも、その伸びをみてとることができました。 

 また、ご家庭・地域とともに歩む学校づくりのため、教育活動の様子を継続して発信して参りました。

加えて本校教職員は、個別最適な学びのため、クロームブックを使った授業を積極的に展開しております。

更に、「なかよしアンケート」や「心音」を通して、子供たちの不安に寄り添い、組織的な対応を心掛けて

参りました。こうした取り組みを、学校運営協議員の皆様にも評価していただきました。このように教職

員が力を合わせ、学校課題解決に成果をあげることができたのも保護者・地域の皆様のご理解があればこ

そで、改めて心より感謝申し上げます。なお、同アンケートは、学校ホームページに全項目を掲載します。 

今年度 1 年間、北谷小学校の教育活動の多大なるご支援を賜り、本当にありがとうございました。 
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３

月 

生活目標 学校をきれいにしよう 

保健目標 １年間の自分の 

健康を見直そう 

日 曜 行 事 予 定 

１ 土  

２ 日  

３ 月 全校朝会 

４ 火  

５ 水 クラブ活動（最終） 

６ 木 ５時間授業 

７ 金 ５時間授業 ６年生を送る会 

６年生出前授業 

８ 土  

９ 日  

10 月 読み聞かせ（６年・少） 

仲良しアンケート 

11 火 ５時間授業 

12 水 ５時間授業 

13 木 ５時間授業 

14 金 ５時間授業 

15 土  

16 日  

17 月 表彰朝会  

18 火 ５時間授業 卒業式予行練習 

19 水 ５時間授業 給食最終日 

20 木 春分の日 

21 金 ３時間授業 卒業式準備 ふれあいデー 

22 土  

23 日  

24 月 卒業証書授与式 １～４年臨時休業日 

25 火 ３時間授業 ６年臨時休業日 

26 水 特別日課３時間授業 修了式 一斉下校 

６年臨時休業日 

27 木 春休み（３月２７日～４月７日） 

28 金  

29 土  

30 日  

31 月  

※毎月２１日あるいはその前後を「ふれあいデー」としています。３月

のふれあいデーは21日（金）です。ふれあいデーの際には、職員は 

１６：５０に退勤するため電話等に対応することができません。ご了承

くださいますよう、よろしくお願いします。 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

３月の行事予定 
 生活科野菜収穫（２年）  
 ２年生が生活科の授業で育てて 
いた水菜や小松菜が大きく育ち、 
観察カードを記入した後にみんな 
で収穫しました。自分たちで育て 
た野菜はどれもとても輝いて見え、 
「家で食べる！」と嬉しそうに話 
していました。植物を育てる大変 
さと収穫できた時の喜びを体験し、 
食物を大切にする気持ちがより強く 
なりました。 

卒業証書授与式 
〇期 日  令和７年３月２４日（月） 
      午前 ９時００分～ 

（受付８時２０分～８時４５分） 
〇参加者  北谷小卒業生、５年生、来賓、教職員 

卒業生保護者（２名まで） 
※詳細は、１月２３日配付のお手紙をご覧ください。 

保幼小連携交流体験   
１月３１日（金）、来年度入学を控えた園児の皆さんを招待し、

１年生が学校紹介・交流体験を実施しました。北谷小学校を知っ
てもらおうと、学校生活の様子を説明したり、学校探検をしてど
んな場所があるか見てもらったりしました。教室体験では、イス
に座って小学生気分も味わってもらいました。園児の皆さんは、
ドキドキしながらも喜んでくれていました。１年生は、お兄さん
お姉さんとしてがんばって優しく接していて、上級生になる意識
が高まったようです。１年生がつくったメダルと歌のプレゼント
も大好評でした。皆さんのご入学を楽しみに待っています。 

第 3回学校運営協議会 
 ２月１０日（月）、7名の委員さんにお集まりいただき、
第 3回学校運営協議会を実施いたしました。今年度の活
動と学校評価、来年度の基本方針について話し合い、本
校の取り組みについて評価とご承認を 
いただきました。教室訪問では、授業 
の様子を通して児童の成長を実際に見 
ていただき、お褒めの言葉をいただき 
ました。 

クラブ見学（３年） 
 来年度からクラブ活動に参加することに 
なる３年生が、各クラブが作成したクラブ 
紹介動画を見たり、クラブ見学に参加して 
体験したりしました。ずっと楽しみにして 
きたクラブ活動なだけあって、活動の様子 
を熱心に見学し、どのクラブを希望するか 
真剣に考えていました。また、高学年の皆 
さんはチームワークよく紹介しており、 
活躍が光っていました。 

かがやきタイム 
 今まで６年生が計画して実行してきた異年齢集団活動
「かがやきタイム」ですが、リーダーのバトンを受け継
いだ５年生がはじめて進行に挑戦しました。緊張しなが
らも、低学年児童の笑顔に 
「楽しかった」「喜んでも 
らえた」と手応えを感じた 
ようでした。今後への期待 
が膨らみます。 


